
　
毎
年
、冬
季
を
中
心
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
の
集
団
発
生
が
数
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。食
中
毒
患
者
数
の
約
半
分
は
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
非
常
に
強
い
た
め
、1

人
が
感
染
す
る
と
周
囲
に
感
染
が
拡
大
し
が

ち
で
す
。特
に
飲
食
店
、旅
館
、給
食
施
設
、食

堂
等
や
保
育
園
、学
校
、高
齢
者
施
設
等
で
は
、

提
供
す
る
食
事
を
通
じ
て
大
量
の
感
染
者
を

出
す
可
能
性
が
あ
り
、予
防
策
の
徹
底
が
求
め

ら
れ
ま
す
。ま
た
、一
般
の
事
業
所
で
も
感
染
の

拡
大
が
あ
り
う
る
た
め
、感
染
者
が
発
生
し
た

場
合
の
適
切
な
対
応
を
予
め
把
握
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
図
表
１
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
最
近
の
集

団
食
中
毒
の
事
例
で
す
。数
百
人
規
模
の
患
者

数
と
な
っ
た
食
中
毒
の
多
く
が
11
月
か
ら
2
月

に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
食
中
毒
統
計
資
料
に
よ
る

と
、毎
年
10
月
頃
か
ら
患
者
数
が
増
え
、12
月

か
ら
3
月
ま
で
の
冬
季
に
患
者
数
が
多
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す（
図
表
２
参
照
）。2
0
1
2
年

１2
月
に
は
、仕
出
し
弁
当
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
原

因
で
1
，0
0
0
人
を
超
え
る
食
中
毒
が
２
件

発
生
し
、こ
の
月
の
患
者
数
は
7
，0
0
0
人

以
上
と
な
り
ま
し
た
。

　
施
設
別
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
患
者
数
発
生
状
況

を
見
る
と
、毎
年
飲
食
店
が
半
分
以
上
を
占
め

て
お
り
、次
い
で
仕
出
屋
、旅
館
が
多
く
、（
食

品
）製
造
所
、学
校
、病
院
、保
育
園
、高
齢
者

施
設
等
で
も
毎
年
一
定
数
の
食
中
毒
患
者
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す（
図
表
３
参
照
）。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路
と
主
な
症
状
は

図
表
４
の
と
お
り
で
す
。ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
人
の

体
内
で
し
か
増
殖
で
き
な
い
一
方
で
、強
い
感

染
力
を
持
ち
、わ
ず
か
10
〜
1
0
0
個
で
人
へ

感
染
し
て
し
ま
い
ま
す
。ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染

（
※
1
）「
食
品
等
事
業
者
向
け
の
管
理
運
営
基
準
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

「
大
量
調
理
施
設
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」厚
生
労

働
省
の
H
P
参
照

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/seisakuni

tsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/
syokuchu/01.htm
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（
※
2
）厚
生
労
働
省
の
H
P 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
Ｑ
＆

Ａ
を
参
照

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/seisakuni

tsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/
syokuchu/kanren/yobou/040204-1.
htm
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さ
れ
た
生
ガ
キ
等
の
二
枚
貝
や
水
の
摂
取
に
よ

る
感
染
も
あ
り
ま
す
が
、飲
食
店
等
の
事
業
者

に
お
い
て
、ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
を
介
し
て
汚

染
さ
れ
た
食
品
が
提
供
さ
れ
た
場
合
に
大
量
の

感
染
者
が
発
生
し
、被
害
が
大
き
く
な
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
、ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
に
有
効
な
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
は
無
い
た
め
、治

療
は
症
状
を
抑
え
る
薬
の
服
用
や
、脱
水
症
状

を
防
ぐ
た
め
の
点
滴
な
ど
の
対
症
療
法
に
限
ら

れ
ま
す
。

　
食
品
を
取
り
扱
う
事
業
者
が
、ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
は
図
表
５
の
通
り
で
す
。厚
生
労
働
省
の
食

中
毒
調
査
結
果
に
よ
る
と
、ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を

含
め
た
食
中
毒
発
生
原
因
の
多
く
は
、一
般
衛

生
管
理
の
実
施
の
不
備
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。日
頃
か
ら
の
手
洗
い・う
が
い
の
徹
底

や
、特
に
毎
日
の
調
理
従
事
者
の
健
康
状
態
の

確
認
・
記
録
、ま
た
食
中
毒
の
症
状
が
あ
る
時

に
は
す
ぐ
に
責
任
者
に
報
告
を
さ
せ
る
仕
組
み

作
り
が
必
要
で
す
。

　
厚
生
労
働
省
か
ら
は
、食
品
の
製
造・加
工
、

出
荷
、流
通
、販
売
等
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
食

品
等
事
業
者
向
け
に
、「
食
品
等
事
業
者
向
け

の
管
理
運
営
基
準
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

や「
大
量
調
理
施
設
衛
生
管
理
マ
ニュ
ア
ル
」が

公
表（
※
1
）さ
れ
て
い
ま
す
。具
体
的
な
食
品

施
設
の
衛
生
管
理
、食
品
の
衛
生
的
な
取
扱
、

食
品
を
取
扱
う
従
業
員
の
衛
生
教
育
等
、ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
食
中
毒
の
予
防
対
策
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、併
せ
て
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
食
品
を
取
り
扱
わ
な
い
事
業
者
に
お
い
て

も
、施
設
内
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
、日
頃
か

ら
従
業
員
等
に
手
洗
い・
う
が
い
を
徹
底
さ
せ

る
、お
う
吐
物
等
の
処
理
に
は
万
全
の
注
意

を
払
う（
※
2
）、患
者
は
自
宅
で
安
静
に
さ
せ

無
理
し
て
出
社
さ
せ
な
い
等
の
対
策
が
必
要

で
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
策

Ⅲ

［図表5］ノロウイルスによる食中毒予防のポイント

出典：厚生労働省「冬は特に注意！ノロウイルスによる食中毒」をもとに弊社作成

■トイレに行った後、食事の前、調理施設に入る前、料理の盛付けの前、次の調理作業に入る前などに、石鹸や温水を使用して洗う。
■指先・指の間、爪の間、親指の周り、手首・手の甲の汚れの残りやすいところまで丁寧に手洗いを行い、清潔なタオル等で拭く。
■帰宅時や食事の前などに、うがいを徹底して行う。

■普段から感染しないよう食べ物や家族の健康状態を注意する。
■症状があるときは、食品を直接取扱う作業をしない。

■調理類や食器類は洗剤などで十分に洗浄し、熱湯あるいは塩素で消毒する。

調理する人の
健康管理

作業前などの
手洗い・うがい

調理器具の消毒
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吉田 松陰 よしだ しょういん

導く
経営を 格言

明
治
維
新
の
精
神
的
指
導
者
　吉
田 

松
陰

天
下
に
機
あ
り
、務
あ
り
。

機
を
知
ら
ざ
れ
ば
務
を
知
る
こ
と
能
わ
ず
。

時
務
を
知
ら
ざ
る
は
俊
傑
に
非
ず
。

こ
の
世
の
中
に
生
じ
る
で
き
ご
と
に
対
処
す
る
に
は
適
切
な
機
会
が
あ
り
、そ
れ
に
応
じ
た
務
め
が
あ
る
。

 

適
切
な
機
会
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、時
局
に
応
じ
た
務
め
も
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

 

そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
応
じ
て
な
す
べ
き
仕
事
が
で
き
な
い
よ
う
で
は
、

才
徳
の
す
ぐ
れ
た
人
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

む

あ
た

じ
　
　む

し
ゅ
ん  

け
つ

あ
ら
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